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論文の内容の要旨

　本論文は，等方性及び異方性反応場を使ってポリアセチレンの超薄膜を合成するとともに反応条件を変えるこ

とによりモルフォロジーの制御を試みた研究をまとめたものである。序論と総論を含め全7章で構成されている。

第2章ではこの研究で使った試薬や実験装置など実験全般について，第3章では通常の（非液晶性）溶媒を使っ

た等方性反応場でのポリアセチレン超薄膜の合成について，第4章でモルフォロジーの制御について，第5章で

はホメオトロピック液晶を使った垂直配向ポリアセチレン薄膜の合成について，第6章では液晶性包接化合物を

使ったポリアセチレンの包接重合の試みについて，それぞれ述べている。

　主たる成果は，①自立性のあるポリアセチレン超薄膜の合成方法の開発，②重合条件の違いによるポリアセチ

レン薄膜のモルフォロジーの解明，③異方性反応場を利用することによるフィブリルが膜面に垂直に配向した薄

膜の合成に成功，などの諾点にある。

審査の結果の要旨

　本論文の特色は，重合条件を詳細に検討することにより，膜厚が500～1，OOOAのポリアセチレン超薄膜を合成

する方法を開発した点にある。これまで基板の上で超薄膜を合成する方法は知られていたが，自立性のある超薄

膜の合成はこの研究で初めて可能になった。この成果は，光有機相転移の研究試料として使われて成果を挙げつ

つある。また，この研究の独創性は，膜面にフィブリルが垂直に配向したポリアセチレン薄膜の合成や，未だ研

究途上であるが液晶性の包接化合物の中でアセチレンを重合することによる包接されたポリアセチレン分子の合

成などにある。この研究によりその合成方法が確立された垂直配向薄膜は垂直方向に大きい異方性を有する光・一

電磁気的性質をもった薄膜としてその応用が期待できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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